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NPO釜ヶ崎 
  557-0004 1-5-4 

06(6630)6060   E-mail: npokama@npokama.org   http://www.npokama.org 

 

 

 

 

大阪府下の各市町村の野宿生活者対策とは 
－アンケートの結果から－ 

質問２ 野宿生活者からの相談は
今後増加すると思うか？

回答 市町村数
増加する 9
減少する 0
予測できない 29

合計 38

質問３ 実施計画の策定について

回答 市町村数
策定する予定 1
検討中 7
府と協議中 15府の実施計画を参
考にする 13
策定しない 3

合計 39

質問１ 野宿生活者からの相談に
          対応できる資源は？（複数回答）

回答 市町村数
交通費の支給 24
医療機関の紹介 14
食費の支給 4
他都市の情報提供 2相談がないので準備し
ていない 4
対応策なし 2

合計 50

mailto:npokama@npokama.org
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アルミ缶買取所から 
      －アルミ缶を集めて生活する人々 
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釜ヶ崎の寄り場の風景から 
－寄せ場機能の縮小と野宿生活者の増大 
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***釜ヶ崎支援機構行事メモ*** 

2003年10月 
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申請状況（敷金支給・却下・その他）  
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野宿からの敷金支給（生活保護） －福祉相談部門－ 

付表　敷金支給生活保護申請状況
　　（2003年9月8日～10月31日）

申請状況 人数 割合
受理（敷金支給） 106 64.6%

却下 45 27.4%
その他 13 7.9%

合計 164 100.0%
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今後の課題 

3 

 

 

 

3 

 

65 

 

 

65

ハローワークに通う 

釜ヶ崎の労働者たち 
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～ある日のハローワークの風景から～ 
阿倍野職安の職業紹介フロアでいすに座っていると、中年の男性が、「待ち時間長いなあ」

と見知らぬ私に声を掛けてきた。見た目には分かりづらいのだが、彼の持っている雰囲気か

ら釜ヶ崎の労働者かな、とぼんやり考えていた。相づちを打っていると、そのうち自分のこ

とを話し始めた。 

「電車代がもったいないから、奈良から自転車で来ている」「待っている家族がいる」「警

備や大型免許など、資格は一通り持っている」･･･彼の話の半分は見栄に聞こえたが、「へえ。

そう」とうなずき、彼の自尊心を傷つけないようにした。 

彼は、警備の資格があるので、多少遠方でも警備の仕事で寮付きのところを探していると

言う。職業紹介を受けるため、職員との面接を待っていた。 

ようやく順番が回ってきた。職員は相手先企業に電話をかけた後、「遠方なので履歴書を

先に送るようにとのことです」と告げ、紹介状を彼に渡した｡「やっぱりすぐにはあかんわ」

と言いながら、彼は職安を後にした。 

次の日の朝、あいりん総合センターの娯楽室の片隅で、机の上に突っ伏している彼の姿を

偶然にも、見つけた。ああ、やっぱりと思いながら、心が痛くなった。彼も、この町で生き

ていくしかないしんどさを抱えた、労働者の一人だった。彼に気づかれないうちに、私は静

かにその場を去った。 
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 西成仮設一時避難所の所外作業から 
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 自立支援センターとは  
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自立支援センターの現状と課題 
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常用雇用促進事業で働く入所者の姿  
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センターが抱える問題  
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“就労意欲”のない人は置き去りに…  
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2003年度 第４回会員の集い 

12月21日(日)午後２時より 

NPO事務所2階で行います。 

･････路上死･････ 

11 15

 

 

 

 

特定非営利活動法人 釜ヶ崎支援機構 会報 21号 2003年 11月 30日 

〒557-0004 大阪市西成区萩之茶屋 1‐5‐4 

   電話 06(6630)6060 FAX06(6630)9777 

会費・寄付の振込口座:郵便振替:00900-1-147702 釜ヶ崎支援機構 

福祉部門への振込口座:UFJ銀行萩之茶屋支店（普）1114951 釜ヶ崎支援機構 

いつも暖かいご支援を誠にありが

とうございます。皆様の寄付金や 

衣類、日用品、食料等のカンパで  

活動が支えられています。今後とも

宜しくお願い致します。 


